
　　【平時からの準備】

□　「救急情報提供書」の記載内容を定期的に確認・更新する。
□　施設訪問医及び協力医療機関と情報共有し、緊急時の連絡先や連絡可能時間を
　　把握する。

　　【救急対応手順】

□　救急対応手順（フロー図）により対応を確認。

　　①「施設訪問医及び協力医療機関医師等の指示どおり対応」の場合
　　　　医療機関の受診が必要な場合は、施設訪問医及び協力医療機関医師等と相談の上、
　　　可能な範囲で独自の搬送手段（施設が所有する車両、患者等搬送事業者　（民間救急や
　　　介護タクシー等）により医療機関に搬送することを検討する。
　　　　また、家族が施設に来て、病院へ連れていていくことが可能な場合は、上記の搬送手段
　　　や家族の自家用車での病院受診を検討する。

　　②「１１９番通報（救急要請）」の場合
　　　　施設訪問医及び協力医療機関医師等と相談の上、可能な範囲で搬送先医療機関を
　　　確保してから１１９番通報することが望ましい。

　　③施設訪問医及び協力医療機関医師等と連絡を取れない場合
　　　　♯７１１９（明らかに緊急性ありと判断される場合は１１９番通報（救急要請））

□　施設責任者等へ緊急連絡を実施。

□　入所者家族に連絡（状況報告、搬送先医療機関への来院依頼、治療に係る意思確認等）
　　⇒連絡した旨を救急情報提供書（表面）に記録
※　緊急連絡先については、治療に係る意思決定者（本人以外）となる可能性が高いものを
　　記載することが望ましい。

□　救急情報提供書（表面）の「救急要請時情報」を記入

　　【119番通報した場合の持ち物】

□　資格確認証 □　マイナンバーカード □　診察券

□　現金 □　救急情報提供書（表・裏両面）

□　介護記録・看護記録 □　診療情報提供書（紹介状）

□　お薬手帳 □　各種手帳（ペースメーカー手帳等）

□　処方されている薬 □　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　【救急車の同乗者】※病院で今回の病状や普段の様子を説明できる方

□　医師　　□　看護職員　　□　介護職員　　□　その他（　　　　　　　　　　）

―　救急要請時のToDoチェックリスト　―

※　このチェックリストは、救急要請時に必要となる可能性が高い手順や持ち物を記載していますが、あくま
でも参考として作成したものです。傷病者の状態によっては、準備ができなかったり、対応が変わってしまう
ことがあると思いますが、その時は傷病者への対応を優先してください。


